
１．教材のねらいと概要

２．活用例
教科名等 外国語科

時間

ページ

I live in ○○city/○○town/○○village.

It's famous for sunflowers/hot spring/cherry

tree/Mt. Fuji/fire works/nature/beautiful

view/fruits/temple.

Where do you live? 地図を参考にして，山梨のどこに住んでいるか
を英語で尋ね，やりとりすることができる。

P.11

I live in～.

It's famous for～.

自分の住んでいる市町村や地域の有名なものを
伝える表現を学習し，やりとりすることができ
る。

教材名 『ふるさと山梨』の章・ページ

第１章　Ｐ．１０～１１Let's enjoy English No.①

単元(題材）名等 Where do you live?
活用場面 活用のポイント

４５分
または（１），
（２），（３）
を15分ずつ分割
して行うことも
可能。

Where do you live?  I live in～.  It's famous for ～.
・住んでいる場所を尋ねる表現，住んでいるところを伝える表現を用いて，活動する。
・自分の住んでいる地域の有名なものを伝える表現を用いて，活動する。
・ふるさと山梨を利用して，地域の有名なものを確認する。

３．キャラクターの投げかけの意図と解答

投げかけの言葉 意図 解答例
P.10

（２）住んでいる地域の有名な
ものを伝える表現に気付く。

（２）

①山梨にはどんな有名なものがあるかなと児童に問い，資料のｐ１０，１１を開き，A～Iまでの語

をやりとりをしながら提示をする。

T:Open your textbooks to pages 10 and 11.  Look at picture A.  What is picture A?

Ps:ひまわり（英語で答えなくてもよい）

T:Yes, Sunflowers.　　○○（市町村の名前）is famous for sunflowers.

児童の状況によって，語や表現の導入だけでなく，質問等もしてやりとりを楽しむ。Do you like～？

の表現も使うとよい。

②絵を示しながら，教師のあとについてA～Iの語と有名なものを伝える表現をリピートする。

③慣れ親しむ活動を行う。

＊Key word game

＊神経衰弱カードゲーム（A～Iまでの絵と日本語のカードを作り，四人一組で神経衰弱を行う。引

いたカードの絵や語を英語で言う）

（３）コミュニケーション活動
を行う。

（３）
活動案１
①教室内では，ほぼ同じ地域に住んでいるので，県内で自分が住んでみたいところを選び，その地域
の有名なものを資料を使って調べておく。
②クラスを半分にして，半分は外国人役，半分は山梨に住んでいる児童役になり，どこに住んでい
て，何が有名かを伝え合う。

活動案２
①教室内では，ほぼ同じ地域に住んでいるので，県内で自分が住んでみたいところを選び，その地域
の有名なものを資料を使って調べておく。
②じゃんけんをし，勝った人から，質問をし，お互いの情報を交換する。指定した時間の中で，でき
るだけ多くの人とやりとりをする。
③4人一組になり，それぞれが集めた情報を共有化し，山梨で一番住みたい市町村を各グループで発
表し，クラスで一番住みたい市町村を決定する。

教科（領域）等 外国語科 学年（分野） ５年生，６年生 

（１）住んでいる場所を尋ねる
表現，伝える表現に気付く。

（１）

①ALTとの会話を示す。

　JTE：Hi,○○sensei, where do you live?

　ALT:I live in ○○town.  How about you, ○○sensei?

　JTE::I live in ○○town.  It's famous for～.
②どんなことを伝え合っていたかを聞き，どんな表現かを確認する。（もう一度モデルを示すなど，
児童の実態に合わせて）

③資料を開く　Open your textbooks to pages 10 and 11.
　山梨県にはいくつの市町村があるか数える。（２８）英語で数える。
　市，町，村の言い方を学習する。　　自分たちの住んでいる場所を伝える表現を確認する。
④チャンツを用いて口頭練習をする。

　Where do you live?  I live in ○○.　住んでいる場所を変えて行う。

⑤Key word gameを行う。

　案１：市町村の言い方に慣れることをねらいとした場合
　１．教師はキーワードとなる市町村を選ぶ。
　２．ペアになりペアの間に消しゴムをおく。

　３．教師は○○city, ○○town,　○○ villageなど　ランダムに言う。

　４．キーワードとなっている市町村名を教師がいったら，児童は消しゴムをとる。

　案２：Where do you live?言い方に慣れることをねらいとした場合

　１．教師はキーワードとなる市町村を選ぶ。
　２．ペアになりペアの間に消しゴムをおく。

　３．児童から教師にWhere do you live?と尋ねる。

　４．教師はI live in ○○.と答える。

　５．キーワードとなっている市町村名を教師がいったら，児童は消しゴムをとる。
　＊応用として，４人一組で行うことも可能。

英字のフォントは，児童が実際に書く

ものに近いものにしています。文字の

提示をされるときは，英字の形にもご

注意ください。 


